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●学びあう子  ●支えあう子  ●やり抜く子 

第９号 

福山市立駅家西小学校 

２０２６年（令和８年）3月23日 

  

５年生が田植えや稲刈りなどでお世話になった地域の方をお迎えし、５年生が 

考えたみそ汁のレシピ集や歌のプレゼントをしたり、一緒に給食を食べたりしま 

した。その日の献立は、ちょうど５年生が考えたみそ汁で、５年生と楽しく給食 

を食べていただきました。こどもたちは日頃の感謝を伝えることができました。 

 

３月１７日には、見守り隊の方をお招きし、感謝の会を行いました。こどもたち 

が安全に登下校するために、いつも見守ってくださっている方々に、感謝の気持ち 

をこめて歌を歌い、お礼の手紙を渡しました。これからもあいさつ等を通して、 

日々感謝を届けたいと思います。 

２月５日（木）６日（金）のスキー体験活動では、初めてのスキーに緊張し 

ていた子もたくさんいたようですが、大自然の中で、様々な経験を積むことが 

できました。 

インストラクターの方の話をよく聞いて、積極的に練習して、どんどんコツ 

をつかんでいっていたこどもたち。「友達と助け合って、たくさんチャレンジ 

することができた。」「お世話になる方に自分からあいさつができた。」「話して 

いる人の方を向いて、話している人の目を見て話を聞くことができた。」など、 

自分の成長をしっかりとふり返っている姿もありました。 

 ３月１４日（土）の二子塚古墳現地見学会では、６年生がガイドとなり、見 

学に来た一般の方を案内しました。自分たちが調べたことを説明したり、クイ 

ズ形式で二子塚古墳のことを知ってもらったりしました。見学をされた方から 

は、「準備が大変だったでしょう。」「とても分かりやすかったです。ありがとう 

ございました。」とたくさんの感謝の言葉をいただきました。地域に貢献できた 

ことや、実際の場でコミュニケーションの機会を得られたことは、参加した６年 

生にとってよい経験になりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「こころの相談室（体罰・セクシャルハラスメント・いじめ防止相談窓口）」 場所：保健室・会議室・職員室 担当者：内野・西本・前田・松谷 

１月30日、理科室から火災が発生したという想定で避難訓練を行いました。今回で今年度

３回目の避難訓練となり、子どもたちに予告しないで実施しました。大休憩終わりからスター

トしたので、近くに先生がいないという子どもたちもたくさんいました。それでも、火元から

なるべく遠ざかるように移動し、運動場に避難をすることができました。消防署の消防士さん

にも避難の様子を見ていただき、消火器の使い方も教えていただきました。火の恐ろしさ、自

分の命を自分で守ること、たくさんのことを学ぶことができました。 

２月24日、児童朝会で新旧児童委員会の引継ぎ式を行いました。 

 様々な取組を考え学校をよりよくしようと活動してきた旧児童 

委員（６年生）から、新児童委員（５年生）へと想いが引き継が 

れました。６年生の児童委員会活動を通して付けた力を堂々と語 

る姿は頼もしく感じました。 

 その姿を見て、次のリーダーである 5年生だけでなく、来年度 

に向けて全校の気持ちが高まりました。 

2月18日、新一年生を迎える会を行いました。１年生は、 

年長さんたちがどうやったら楽しめるかをたくさん考えて、本 

番では自分たちの仕事を最後まできっちりやり切りました。最 

後も1年生、年長さんともに良い笑顔で終えることができまし 

た。新一年生を迎える会を終えて、1年生のこどもたちにも、 

もうすぐ2年生になるという自覚も徐々に芽生えてきています。 


